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物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)
化 學 に關 係 あ る萬 國.Aど.並 に そ.れ.等と
我 が 國 との關 係 に就 て






















選畢 し文部蜘の認可を得 るといふ 制度であ りま.し
た・最初の會長頃顧澤絵吉で1そ ‡しか ら西 ・.加藤.・

















十名 と限つてあ"ま して,第一部は丈學及び酋 的
.諦墨科た屬す る者か ら域.窮 第二部は理學及びそ.の
趣i用の諸學科に觸ナる者から威 る.のであn.まナ.役




































をiii待致 しまし.たのでp我 が畢士暁は代表者と して
餅 錠二及び州 中鞭 横の瞰 畏を派遣致 し士 し
た・此.の倉議は.同年の'卜月海Flわ・ら一f-CI4でロン
ドン1:二於て畢朗 吐 瞬 宰の下燗 鯲 れガベルギ
卩 ・ブラジル・.アランs「イギリ.7一イタリー・H
























tHF4;3h一#.した・科早確 廓 て咽 際廁聯 緕は四









餓 に麟 酔 燐 種り1躪詩}噺 萬國嘩 の餔
●
物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)
?
Vol.XI



















































地球物理學 。化學 ・瘤瑰學.・地質學及び地珊墨 ・生








































同檬な灘合評畿曾が鯉 鎚 糾 フヲンλ大學{c・ll《審
derr岡㏄)のムーロー教授が其の食長に推され,イ
タリ尸に於ても同撩な嚇合評透倉が創轍 さ糾てボゴ






























同時に英 ・米 ・佛 ・伊友び白.の踏國の代寰者り列國.
餓 が値さオし,その合に於τ英のボープ教授は聯合
國間に於て列固化畢會議 を姐織ナる二との必要を論











































雌 畔 鱗 飽 細 僻 餓 の化職 愈たること.
塾{6蹟定二這博も,19L.1ST…(明油 四十 四RI三)`こ創 立 の』零園イ匕..
季 曾協 台 を解散 す る.こと を饑 決 致 しま・した・
この 萬 園{ヒ昂 會搗 倉 とい1.も6ウ1319115Kに佃 立 さ
れ・ 第 「 囘1姻 月91.於 て1服.きれ ・英 ・侮 ・獨 の
化學 會 の代 舉蔚 がs會 致 レま したρ 第;隅 は1912年
の 四 月.にベル リンに於 て朋 催 さオし,英」趨6佛 ・瑞 ・米.
露'和 等 力》ら代 表 者 が 歩 會 し雲 した」第 三 囘 は1913
物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)
媒 Val.XI
年(宋 正二 年).ブリ昌 ツセ ルに於 て閉 催 さ払,こ の時
に は+四 ケ 國 の化 摩 舎 ガ 加 入 』 我 が 東 京他 學會 か
らの 繊 員.として長 井 長義 教授 ・櫻 井 錠 二齦 及 び
ki松¥!.4授ρ 名が.鮃謎 員 あ.表中Lに見 え.てゐ.ます
が,我 オζ國 力Lらは 一 名 も参 脅「者 は なか つr_やうで す・
これ等 の會 議r一於 て穏 々化學 上 の 閃題 が 協議 さオし,
特別 委 員曾 な ど も設 け ら.れ・ま したが,世=身匹大1瞬の た
め 中止.され,そ して 上 記 η 如 くユ919年に 解散 に な つ
た の で あ り蜜す か ら,こ れ1ヒ就 ては これ だ け に致 し
て 置 き ます・ 萬 園化 學 舎 臨會 へ は ベ ル ギ ー9ソ ル ヴ
_一mら 亘頬 の 金 頭 を 寄 附 致 した ので あrま した
が,解 放 に際 して 協 曾 は其 の費 産 を ソtiヴエー に返
邇 す る こと に な り雲 した.
上 蓮 の や うな順 序 を織 て萬 國 純 正及 感 用 化學 協愈
が成 立致.しま して,其 の第 一 囘總 食 は ーDsosr(大正
九 年}六 月.會畏 佛 の.ムー ・.r教授1il愈の 卞 で:・一 マ
に於 て閉 催 さ..オし,イ.ギリス ・フ ラ,x.米 合衆 田 ・イ
タ リー及 び.ベル ギ ーの 五 ケ翆 の代 表 者が 参集 し,カ
ナダ ・デ ンマ ー ク・スペ イ ン。ギ リシ ア ・オ.ランダ.チ
呂 コ ス ロバ キ ヤ及 び ボ.一ラ ン ドが本.ireに.加入 ナa
こ と を承 認 し7そ して ヂ ンマー ク ・ギ リシヤ ・才 ラ
ンダ ・㎡ 一 ラ ン ド及 び チ エ コスO-:キヤの 代表 者 は
此 の緯 會 か ら出 席致 しま した.
幹 事 ゼ.ラー ル は萬 國 純正 及 應 用 化學 協會.の凱 織 に
刪 し前囘 の會 議 の議 決 を報告.してuの 承 認 を得 ま し
たが,其 の大 要 は次 の や うで あ ります ・
萬 隅純 正 及 感 用化 學 協會 に力 入せ ん と欲 す き國 は'
先 づ14り國 内 に於 け ゐ化 學 關 係 の 眺學 會 の代 表 者 か
ら成 る 評議 倉 か 或 は 聯 合 協 會 を 組 織 せ ねば な らな
い,そ して そ ξレには 化 學 食か 學 士IFか研 究會 議 か 其
の他 阿襟 な 團體 か或 は 政 府 か が 壷趣 主 勲者 と.なるべ
きで あ 乙 と しま した・ 事 務 上 の 織 々の粗 織 に就 て も
決 議 し,詐 諸 曾 ・常 任毎き員會 璽諮 鮒 委 員愈 及 び糖 會 を
.
同 時 に 毎年 一 回 開催 して之fv.をConferenceortLe
IntemaiiovalUnionofPureaadAppliedChemishy
と稱 ナ る こ とに 致 しま した6我 が 國で は こオし.召萬 剛
純 正 及 應 蛸 化攣 會議 とmしr_こ と もあ りま.した が_x
の後 萬 國 純 正 及 螂 瑠化 學 協 會 纏 會 と串 ナや うに な り
ま した・
此 の纏 會 に於 て リ ンデ敦授 は 佛 剛化 學聯 合 倉 の 名
に於 て の發 議 で 萬 國 純 正及 應 用 化 學 協曾 に窩 國會 議
(lnlermtiomlC.Ofl61C55)を附1賜させ る二.どにな り,





































































Y,の化學渚 を粥待致L#し て,ハ ンガ リー 以夕トの闘

















鼻 に於て會長コーペン・・一ゲ状 殿 蝶ビールマ
ンの司會の下で開催,柴 田堆次教授及び破多野貞夫
.海軍中將が參加さオLました.此め総倉に於て本協・含
物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)







事倩燐 み鵬 琳 倉嚥 を經て芸碗 艶19鋤`.
に延 期.し,其 の後 更 に1934年に 延 期 さ制 た もので あ
りま ナ'..
世 界 大 戰 以前 に 萬 潤 磨 周 化 學 會 譲.(lntcrnati。nal.
(沁㎎ 僞sofApplied.Chemistry)といs.dのが あ り
ま レτ 第 ヤ 囘 萬 國 購用 化 轟 會f3100D:年ロ ン ドンに
於 て 開 催,第/Z囘 り それ は1"12年.7.シン ト.ン!C於て
開喰 擁 レたが塀 大ゆ ため1暉致壁 した・
前に逹呼:ぎしたや うに侶學偽會の糖會と共に化學會
議 を開催す.るこ.と.は創立富時からも細則中に.その陳.
項があ.贍 した力畝 .し鋳 め離.犂 見.な雄つ たので
ありま.ナ・それ'が愈今國開催 さ.オし.るこ.とになつたρ
















ア ルゼ ンチ ン
ブル ガ リヤ
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.佛のFク トル ・マ リ.P;が幹事として主宰 して參 りま
した化學・物理學・生物學及び工學の恆數及び敷値年
表綴纂韓 は本総會に於て全然改邁せらオ.し,全くマ
リーの手 を離曜L5故キユ リー夫人の女婿.た.るジョリ
す教探 を委貝長とし新組織によつて其の事業を講頴
することにnり 富Lた・既の築者はこ.の事業の創立
需時から今liに至るまで蒙が國の國際委員ξして執
務 して來.ましたオ{,その詳細の講邇は茲では止めに
致 して置きます,
以上邇べま したこと.は唯私.の手元にある数種の報
告書頚を參考 して椙i要をお話 しただけのことであ頭
ます・こ博 のことは一般にはあまり.よく知られて
ゐないや うであnt7か ら,こ1しは不完tictので
或は中には私の誤解 してゐる點もあるかも分かりま
せぬが」こ葬でも個Fかの御參考にで もなれば私の欣
幸とする所であります.
昭和十二年二月廿日
於化墨研究所輪講會
